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本研究 は, 慢性疾患をも つ 学童 ･ 思春期患者 の 自己管理 お よ び その と らえ方 の 特徴 と影響要因を明 らか に し, 看護援助 に
有用 な枠組みを構築する こ とを目的とし, Paters o nの met a-studyの 方法を用 い て26文献を分析した ｡ そ の 結果以下 の こ と が
導か れ た｡
慢性疾患 の 学童 ･ 思春期患者の 自己管理 の と ら え方 に は , ｢ 本人の 望む 生活｣ と ｢ 疾患の 理解
･ 適切 な 療養行動｣ の ギ ャ ッ
プ の 大 き さが 影響 し て い た｡ ギ ャ ッ プ が 大 きな 患者 は, 生活 と療養行動 の 両者を大切なも の と 考え葛藤を感 じて お り,
ギ ャ ッ プ が小 さい 患者 は肯定的 ･ 葛藤 の ない と らえ方 であり , ギ ャ ッ プ が不 明瞭な患者 は受け身 . 不確 か に と らえ て お り,
｢疾患 の 理解 ･ 適切 な療養行動｣ を受け入れ られ な い 患者 は , 否定的 に と ら えて い た ｡ 葛藤 を感 じ て い る 患者は , 親や 友 達
から の サ ポ ー トを得て ｢ 主体的･ 問題解決｣ の 自己管理を行 っ て お り, 療養行動を適切 に行 い なが ら本人ら し い 生活を送 っ
て い た｡ 肯定 的 ･ 葛藤 の ない 患者の うち親や友達 か ら の サ ポ
ー トを得て い る患者 は, 時間の 経過に より自己管理 に慣 れ療養
行動を適切 に行 っ て い た が , 親や 友達 か らの サ ポ ー ト が不 足 して い る と , ｢ 受け身
･ 逃避 ･ 否認｣ の 自己管理 と なり, 不 適
切 な療養行動 に よ っ て 症状が 悪化 し た り生活 に不満をも っ て い た｡ 受け身 ･ 不確か , ま た は 否定的 に と らえて い た患者 は ,
親や 友達か ら の サ ポ ー トが 不足 して お り, ｢ 受け身･ 逃避 ･ 否認｣ の 自己管理 と なり, 不 適切な療養行動 に よ っ て症状 が 悪
化 した り生活 に不満をも っ て い た ｡ ｢ 本人の 望む 生活｣ と ｢ 疾患の 理解 ･ 適切 な療養行動｣ の ギ ャ ッ プ の 大き さ と , 親
･ 友
達か らの サ ポ ー トを アセ ス メ ン ト し, 看護援助を行 っ て い く重要性が示唆 さ れ た ｡
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I . は じめ に
慢性疾患をも つ 学童 ･ 思春期患者は, 疾患管理をしな
が ら日常生活をおく っ て い る ｡ そ して 成長とともに社会
が拡大し, 親から自立 して い くが , 健康な子どもが直面
する困難に加え, 疾患によ る困難 にも直面する｡ また ,
学童 ･ 思春期は親から子ども へ と疾患管理が移行して い
く重要な時期にあたるが , 移行が ス ム ー ズ に行かな い場
合もある 1)
2)
｡ 慢性疾患をもつ 学童 ･ 思春期患者は, 疾
患による特徴はあるもの の , 日 々 の 生活の 中に疾患管理
を取り入れたり , 疾患を管理しなが ら成長発達を して い
くうえで , 共通する体験があると言われ て おり
3)
, 多く
の 研究で , 患者が直面する問題や体験が 明らかにされ て
い る｡ そ れぞれ の研究の 特性にそ っ た詳細な内容が明ら
かにされ て おり, 各 々 の 研究の 報告を統合する こ とは ,
慢性疾患をも つ 学童 ･ 思春期患者を理解 し, 看護援助し
て いく際の 重要な指針になると思われた ｡
Ⅲ. 研究目的
本研究の 目的は, 慢性疾患の 学童 ･ 思春期患者の 自
己管理およ びそ の とらえ方の特徴と影響要因を明らかに
し, 慢性疾患の 学童 ･ 思春期患者の 看護援助に有用な枠
組み を橋築するこ と で ある ｡
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Ⅲ. 研究方法
1 . 用語の定義
本研究で は 『自己管理』 を, 患者が 日
'常生活の 中で 疾
患管理 を行 っ て い く ことと した｡
2 . 分析対象
1) 修士論文
千葉大学看護学部小児看護学教育研究分野か ら産出さ
れ た修士論文のうち, 1994年から2004年に発表され , 悼
性疾患の学童 ･ 思春期患者を対象と し, 自己管理 に つ い
て詳細に記述して い る論文を対象と した ｡
2) 原著論文
医学中央雑誌検索シ ス テ ム に て , キ ー ワ ー ド を ｢自己
管理｣ ｢セ ル フ ケ ア｣ ｢療養行動｣ ｢健康管理｣ ｢日常生活
行動｣ ｢慢性疾患｣ と し, ｢小児｣ ｢看護｣ ｢原著｣ にて 絞
込みを行 っ た ｡ さ ら に, 1994年から2004年5月 に発表
され , 修士 論文と同様に慢性疾患の学童 ･ 思春期患者を
対象と して おり, 自己管理 に つ い て詳細に記述して い る
論文を抽出した ｡
論文の 質を維持する ため に, Paters o n4)の 提示する基
準を参考に選択基準を作成 (表1) した ｡ 抽出した論文
の 分析適応ラ ンクと し て , 実践知が記述され て い るもの
をA ランク , デ ー タ が豊富で か つ 濃密で , デ ー タ に戻 っ
て 分析が可能なもの をB ラ ン ク, デ ー タが浅く, 不十分
であるもの をC ラン ク , 対象外の もの をD ラ ン ク と評
価 し, A, B ラン ク に評価され た文献を分析対象と して
採択 した ｡
表1 分析対象論文の 選択基準
研究背景 は , 研究目的 と研究課題 に直接 つ な が っ て い る か
研究目的は
,
明白 に表現 され て い る か
研究の 問い は , 明白 に表現 さ れ て い る か
関連 した 事象か らス ム ー ズ に導き出さ れ た証拠 の 有無
研究者の 仮定 ･ 先入観 ･ 前提 は 明ら か に さ れ て い る か
理論的枠組み は , 明 らか に さ れ て い る か
研究者自身の 研究成果 - の 影響を考慮 し て い る か
研究者の 研究 バ イ アス あ る い は誤解 の 可能性 を考慮 して
い る か
対象選択基準を記載 して ある か , 明 ら か に さ れ て い る か
デ ー タ収 集手順 は明確 に記載 され て い る か
使用 した研究方法を記載 して い るか
明ら か に さ れ た カ テ ゴ リ ある い は共通要素 は明白 に さ れ て
い る か
カ テ ゴリ や テ ー マ 間の 関係が 明瞭 に な る ようデ ー タが 提
示 さ れ て い る か
代表的な選考文献 な どで 分析 が十分支持 され て い るか
デ ー タ リ ダク シ ョ ン を行い
,
中心的なデ ー タで 分析 して い
る か
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3 . 分析方法
Paters o nの m eta-studァの 手法を用 い た｡
分析は2段階で行 っ た ｡ 第1段階は, 詳細な記述の あ
る修士論文を対象と した分析と枠組みの 作成で あり , 第
2段階は幅広 い知見の 得られる原著論文を加えて枠組み
の修正を行 っ た｡
第 一 段階 の 分析 で は, 修士論文の 全体分析結果およ
び結論とし て記述された内容から , 患者の 療養行動 ･ 日
常生活 ･ 学校生 括の 実際や そ の と らえ方, 親から の移
行, 親や友達の 関わりに つ い て 述 べ られ て い る文脈を抽
出し, ｢とらえ方｣ ｢ 自己管理｣ ｢影響要因｣に整理 した｡
そ して
,
抽出した文脈を1枚の ラ ベ ル とし, 類似性と相
違性に基づ い て ラ ベ ル を配置して 図式化し, 慢性疾患の
学童 ･ 思春期患者の 自己管理およびそ の とらえ方の枠組
みを作成した｡
第2段階 の分析で は , 医学中央雑誌より検索した文献
の結果と結論か ら, 同様の 視点で 文脈を抽出 ･ 整理し,
ラ ベ ル化した｡ そ して , 修士論文の 分析か ら作成した枠
組み に当て はめ て比較検討し, 枠組み の 修正 を行 っ た ｡
分析にあたり
,
解釈にお ける バ イ ア ス が生 じな い よ
う文献は文章の細部まで 注意しなが ら繰り返し読み込ん
だ｡ 文脈を抽出する際は , 文章の 意味が損なわれな い よ
うに文節で はなく文脈で抽出した ｡ 慢性疾患の 学童 ･ 思
春期患者の看護および研究に熟知した研究者1名が第1
分析者となり, 慢性疾患の 学童 ･ 思春期患者の 看護およ
び研究に熟知した研究者7名で分析結果に つ い て 一 致を
み るまで討議を繰り返 し, 妥当性の確保に努めた ｡
4. 倫理的配慮
修士論文の分析を行うにあたり, 著者に対象論文とす
るこ と の承諾を得た ｡
Ⅳ. 研究結果
l. 分析対象文献の概要
対象と した修士論文は8件で あり , 小児がん3件, 糖
尿病2件, 搭原病, 胆道閉鎖症, 消化器疾患各1件が含
まれて い た ｡
医学中央雑誌の検索からは284件の 論文が検索され た
が , 分析 の 視点と選択基準を満た した論文は18件であ っ
た ｡ 対象と した論文には, 糖尿病8件, 腎疾患3件, 小
児がん2件, 先天性心疾患1件, 気管支嶋息1件, 二分
脊椎症1件, 複数の 慢性疾患を対象と した論文が 2件含
まれ て い た ｡
2 . 分析結果
1) 慢性疾患の学童 ･ 思春期患者の自己管理のとらえ方の特徴
患者の 自己管理の と らえ方を分析 した結果, ｢葛藤｣
｢肯定的 ･ 葛藤がな い｣ ｢受け身 ･ 不確か｣ ｢ 否定的｣の
4 つ の パ タ ー ン が抽出された ｡ 4 パ タ ー ン を示した患者
の 特徴を比較 ･ 検討 した結果, 患者本人が健康なときか
ら行 っ て い た生活や希望をかなえると いう ｢本人の 望む
生活｣ と, 疾患を理解 し疾患管理に必要な療養行動を適
切に行うと いう ｢疾患の 理解 ･ 適切な療養行動｣ を対峠
させ たときに生 じる ｢ギ ャ ッ プ｣ と い う視点が見 い ださ
れた ｡
｢ギ ャ ッ プ｣ には , 患者本人が表現する主観的なもの
と
,
本人が表現 しなくて も, 雁病期間や病状の安定, 疾
患 の 理解しやすさな どギ ャ ッ プに影響を与える状況が 含
まれた ｡
2) 慢性疾患の学童 ･ 思春期患者の ｢本人の望む生活｣
と ｢疾患の理解 ･ 適切な療養行動｣ のギャ ッ プの大
きさと自己管理のとらえ方の関連
① ギ ャ ッ プが大き い患者の自己管理 の とらえ方と患者
の 特徴
｢ 本人の 望む生活｣ と ｢ 疾患の 理解 ･ 適切な療養行動｣
の ギ ャ ッ プが大き い ときに, 両者を大切に考え, 両立し
ようと迷 っ て い る患者は, 自己管理に ｢ 葛藤｣を感じて
い た｡ ギ ャ ッ プ の大き い患者には, 雁病期間が短 い , 再
燃 ･ 病状が安定 して い な い , 容姿 の 変化が大き い , 栄
症前後で生活が変化する , 友達と同じように行動できな
い
, 理想と現実の ギ ャ ッ プが大き い 等の 特徴が認められ
た ｡
② ギ ャ ッ プが小さ い 患者の自己管理 の とらえ方と患者
の特徴
ギャ ッ プが小さ い患者は, 自己管理を ｢肯定的･ 葛藤
が な い｣ とらえ方で あり, 適切な療養行動と発症前の 生
活の 差が少な い , 病状が安定して い ると い う特徴が認め
られた o
③ ギ ャ ッ プが不明瞭な患者の 自己管理 の とらえ方と患
者の 特徴
ギ ャ ッ プが不明瞭な患者は, 自己管理を ｢ 受け身 ･ 不
確か｣ にと らえて おり, 疾患 ･ 療養行動を理解 できな
い , 説明を受けて い な い , 求め て も情報を得る ことが で
き か -, 体調 ･ 症状が自覚できな い , 自分と人と で体調
の 認知にズ レがある , 体調の 悪化や将来的な障害を予測
で きな いな どの 特徴が認められた ｡
④ ギ ャ ッ プ を否定する患者の 自己管理の 七 らえ方と患
者の 特徴
｢疾患の 理解 ･ 適切な療養行動｣ を受け入れられ な い
た め, ｢ 本人の 望む生活｣ と ｢ 疾患の 理解 ･ 適切な療養
行動｣を対峠させ られな い患者は, 自己管理を ｢否定的｣
にとらえて い た｡ 自己管理を否定的にとらえて い た患者
の特徴と して , 否定的感情が強 い , 疾患に関連した嫌な
経験を して い る , 療養行動による苦痛 ･ 困難感 ･ 恐怖が
ある , 学校生括が困難, 欲求が強 い , 病気 である自己を
受容で きな い などの 特徴が認められた ｡
3) 慢性疾患の学童 ･ 思春期患者の自己管理
患者の 自己管理 に は, ｢ 主体 的･ 問題解決｣ の 自己
管理 と, ｢ 受け 身 ･ 逃避 ･ 否認｣ の 自己管理 が認め ら
れ た ｡
① ｢ 主体的. 問題解決｣ の自己管理
｢ 主体的 ･ 問題解決｣ の 自己管理 には , 病状を悪化さ
せたくな い と療養行動を主体的に実施する, 主体的に判
断 ･ 意味 づ けを行う, 良 い 面に目 を向ける, 自分に価値
を見 い だす, で きて い る こ と を認め る, 病気による制限
と現実の 折り合 いを つ ける , 情報を集め る, 警戒するな
どの 行動が認められた ｡
② ｢受け身 ･ 逃避 ･ 否認｣ の 自己管理
｢受け身 ･ 逃避 ･ 否認｣ の 自己管理 には, 正面から向
き合わな い , 良 い 方に考える, 情報を最小限にする , 親
に依存する, 受け身で情報収集 ･ 生活をする , 効果を感
じな い療養行動は行わ な い , 根拠が暖味なまま生活の 仕
方を決める , 病気の 影響を無視する, 間遠 っ た根拠に基
づ い て行動する , 友達に病気を説明しな い , サ ポ ー ト を
求めな い な どの 行動が含まれた ｡
4) 慢性疾患の学童 ･ 思春期患者に対するサポ ー ト
患者の 自己管理 やそ の とらえ方には, 親 や友達か ら
の サポ ー トや医療者や地域から の サポ ー トが影響し て い
た｡ こ こ で は大きな影響を与えて い た, 親や友達から の
サ ポ ー ト に つ い て 述 べ る ｡
慢性疾患の 学童 ･ 思 春期患者 は, ｢ 特別扱い され たく
な い｣ 思い と ｢気遣っ て ほし い ･ 分 か っ て ほ し い｣ 思 い
をも っ て い た ｡ そ して 患者の ｢ 特別扱い され たくな い｣
思 い と ｢ 気遣っ て ほ し い ･ 分 か っ て ほ し い｣ 思 い の 両
者を尊重した親や友達の 関わりは , 患者が適切に療養行
動を行 い なが ら本人ら し い 生 活を送るため に ｢適切なサ
ポ ー ト｣ とな っ て おり, どちらかに偏 っ た関わりは, ｢サ
ポ ー ト不足｣ とな っ て い た ｡
｢ 親･ 友達か ら の 適切なサポ ー ト｣ で は, 親 が子 ども
を尊重する , 情報提供する, 親が子 どもの で きな い療養
行動を手伝う , 親子の 良好な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン , や り
やす い 環境 を整える , 病気に気遣 い し つ つ 特別扱 い しな
い友達, 同じ痛気の 友達な どの 関わりがみられた ｡
一 方, ｢ 親･ 友達か ら の サポ ー ト不足｣ で は, 子 ども
を尊重しな い , 必要以上 に手伝う , 自立 を促す関わりが
少な い , 親子の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が不足 , サ ポ ー トが
得られな い な どの 関わりがみられた ｡
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5) 慢性疾患の学童 ･ 思春期患者の 自己管理と結果
① ｢主体的 ･ 問題解決｣ の 自己管理をして い た患者の
結果
｢主体的 ･ 問題解決｣ の 自己管理 をし て い た患者 は,
始 め は自己管理に戸惑 い や苛立 ち, 不満を感じて い た
が , ｢ 時間の 経過や患者の成長｣ とともに ｢慣れ ･ 自信｣
をもち, 適切な療養行動 , 病状 の 安定, 本人らし い 生活
の 獲得, 生活 の 満足 , 本人らし い 友達関係, 対処 の幅 の
広がり, 高 い セ ル フ エ ス テ イ - ム などを獲得するこ とが
でき て い た ｡
② ｢ 受け身 ･ 逃避 ･ 否認｣ の 自己管理 をして い た患者
の結果
｢ 受け身 ･ 逃避 ･ 否認｣ の自己管理 をして い た患者は ,
不適切な療養行動による症状の悪化, 病気や療養行動の
否定的受けとめ, 生活 へ の不i嵐 病気の ため友達とうま
く付き合えな い , 低 い セ ル フ エ ス テ イ - ム などとな っ て
い た ｡
6) 慢性疾患の学童 ･ 思春期患者の自己管理およびその
とらえ方の枠組み
本研究で明らかと な っ た結果から導き出され た, ｢ 慢
性疾患の 学童 ･ 思春期患者の 自己管理およびそ の と らえ
方の 枠組み｣ を図1 に示 した｡
r本人の 望む生活Jとr疾患の理解 ･
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【葛藤】
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再燃 .病状が安定してい ない
合併症の 出現
容姿の変化が 大きい
発症前後で生活が変化
友達と同じように行動できない
理 想と現実のギヤツブ
生 活状況の変化
親 ･友達の 適
｢本人の 望む生活｣ と ｢ 疾患の 理解 ･ 適切な療養行動｣
の ギ ャ ッ プの 大きさに より, 患者の 自己管理の とらえ
方は異な っ て い た ｡ ギ ャ ッ プが大き い患者のうち ｢本人
の望む生 活｣ と ｢ 疾患の 理解 ･ 適切な療養行動｣ の 両者
を大切と考える者は ｢ 葛藤｣ を感じており, ギ ャ ッ プが
小さ い 患者は ｢ 肯定的 ･ 葛藤がな い｣ とらえ方であり,
ギ ャ ッ プ が不明瞭な患者は ｢ 受け身 ･ 不確 か｣ にとら
えて おり, ｢疾患の 理解 ･ 適切 な療養行動｣ を受け入れ
られずにギ ャ ッ プを否定する患者は否定的にとらえて い
た｡
患者 の 自己管理には ｢ 親･ 友達か らの サ ポ ー ト｣ が大
きく影響 して い た ｡ 生 活と療養行動の 両者を大切と考え
｢葛藤｣ を感じて い た患者は, ｢親･ 友達か らの 適切なサ
ポ ー ト｣ を得て ｢主体的･ 問題解決｣ の 自己管理 を行 っ
て おり, 適切に療養行動を行 い なが ら本人ら し い 生活
を獲得 で きて い た ｡ 自己管理 を ｢肯定的 ･ 葛藤がな い｣
と とらえて い た患者は, ｢親･ 友達か ら の 適切なサ ポ ー
ト｣ が得 られ て い る場合 には, ｢ 時間の経過 ･ 患者の 成
長｣ とともに, ｢主体的 ･ 問題解決｣ の 自己管理 を行わ
なくとも ｢自信･ 慣れ｣ によ っ て療養行動を適切に行 い
なが ら本人ら し い 生活が送れ て い た ｡ し か し, ｢親･ 友
達か ら の サポ ー トが不足｣ して い る場合には ｢ 受け身 ･
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図1 慢性疾患の学童 ･ 思春期患者の 自己管理およ びそ の とらえ方の枠組み
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逃避 ･ 否認｣ の自己管理となり , 不適切な療養行動によ
り症状が悪化したり, 生活 へ の 不満をも っ て い た｡ 自己
管理を ｢受け身 ･ 不確か｣ にと らえて い た患者や ｢否定
的｣ にと らえて い た患者は, ｢ 親･ 友達か ら の サポ ー ト
が不足｣ して おり, ｢ 受け身 ･ 逃避 ･ 否認｣ の 自己管理
となり, 不適切な療養行動によ る症状の悪化や生活 へ の
不満をも っ て い た ｡
Ⅴ. 考 察
1 . 慢性疾患をも つ学童 ･ 思春期患者の 自己管理 とそ
のとらえ方の特徴を把握する上で有用な , ｢本人の
望む生活｣ と ｢疾患の理解 ･ 適切な療養行動｣ の
ギャ ップの大きさという視点
本研究に より, 慢性疾患をも つ 学童 ･ 思春期患者 の
｢本人の 望む生活｣ と ｢ 疾患の 理解 ･ 適切な療養行動｣
の ギ ャ ッ プ の 大きさが , 自己管理 やそ の と らえ方 に関
連して い る こ とや , 親 や友達から の 適切なサ ポ ー トが患
者の 自己管理に有用で あり, ｢ 主体的･ 問題解決｣ の 自
己管理が患者によりよ い 結果をもた らすこ とが明らかと
な っ た｡ サ ポ ー ト と自己管理やと らえ方の 関連, 自己管
理 とそ の結果に つ い て は様々 な研究で明らか にされ て き
た｡ また, 先行研究で は , 自己管理やその とらえ方の 影
響要因と して , 患者 の 成長発達段階, 家族背景, 雁病期
間, 疾患の 特徴な どが明らか にされ て い る｡ 本研究で は,
m eta-studyの 手法を用 い て , 学童
･ 思春期の 自己管理 に
つ い て 詳細 に記述され , 一 定 の基準を満たす論文か ら得
られ た, 豊富なデ ー タを統合した｡ そ の 結果, ｢本人の
望む生活｣ と ｢疾患の理解 ･ 適切な療養行動｣ の ギ ャ ッ
プの 大きさと いう新たな視点を見出すことが できた｡
また, ギ ャ ッ プ の大きさにより, 疾患の と らえ方が異
なる こ とは . 学童 ･ 思春期患者の 特徴 であると考えられ
た｡ 認知発達や微細運動が未熟な乳幼児期の 患児で は,
疾患 の理解は難しく , 療養行動も日常生活も親が主体と
な っ て行われ て い るた め, ｢ 本人の 望む生 活｣ と ｢疾患
の 理解 ･ 適切な療養行動｣の ギ ャ ッ プは生 じにく い ｡ ｢ 本
人の 望む生 活｣ と ｢疾患の 理解 ･ 適切な療養行動｣ の
ギ ャ ッ プは, 本人に疾患の理解や療養行動を行う能力が
備わ るとともに, 学校生活をは じめとする社会生活の 広
がりや , 友達と の 関わりの なか で 子ども自身の 好きなこ
とややりた い こ とが 明確にな っ て くる , 学童 ･ 思春期で
あるから こ そ重要にな っ て くると思われた ｡
2. ｢本人の望む生活｣ と ｢疾患の理解 ･ 適切な療養行
動｣ の両者を尊重したサポ ー トの必要性
慢性疾患の 学童 ･ 思春期患者は , ｢特別扱い され たく
な い｣ 思 い と ｢ 気遣っ て ほし い ･ 分か っ て ほ し い｣ 思 い
をも っ て い た｡ 両者 を ｢ 本人の望む生活｣ と ｢ 疾患の理
解 ･ 適切な療養行動｣ と い う視点で みると , 特別扱 い さ
れな い こ とは , ｢本人 の 望む生活｣ を送るため に必要な
こ と で あり, 気遣 っ て もらう ･ 分 か っ て もらうこ と は,
｢ 疾患の理解 ･ 適切な療養行動｣ を行い やすくするため
に必要で あると考えられ た｡ 本研究の 結果, 患者 の ｢特
別扱 い されたくな い｣ 思い と ｢気遣 っ て ほし い ･ 分 か っ
て ほ し い｣ 思い の 両者を尊重 した親や友達の 関わりが
｢適切なサ ポ ー ト｣ とな っ て おり, 言 い換えると , ｢ 本人
の望む生 活｣ と ｢疾患の理解 ･ 適切な療養行動｣ の 両者
をサポ ー トする こ とが必要で あると考えられた ｡
3 .慢性疾患をもつ学童 ･ 思春期患者の 自己管理とその
とらえ方の特徴をふまえた看護援助
1) ｢喜藤｣ ととらえている患者 へ の看護援助
患者は ｢葛藤｣を感 じて い て も, 適切なサポ ー トを得
る こと で , 療養行動を適切 に行い なが ら本人ら し い 生活
を獲得できて い た｡ 患者が葛藤を感 じで悩んだり, 怒り
をぶ つ け る状況は, 生 活に適応して い な い と ア セ ス メ ン
トされやす い ｡ しか し, ｢本人の 望む生活｣ と ｢疾患の
理解 ･ 適切な療養行動｣ の 両者を大切と考え葛藤を感 じ
る こ とは , ｢ 本人の 望む生 活｣ と ｢ 疾患の理解 ･ 適切な
療養行動｣ を統合して い くため に, 重要なプ ロ セ ス であ
ると考えられた ｡ 患者は疾患に向き合 い , 葛藤を乗り越
える こと で , 自己管理に主体的に取り組むこ とが で き,
対処幅が広がり , 新た に遭遇する困難にもうまく対処で
きるようになり, セ ル フ エ ス テ イ - ム が高まると思われ
た ｡ したが っ て , 患者 の葛藤を受け止め , 解決方法をと
もに考えたり, 適切なサ ポ ー トが得られ るような看護援
助が必要であると考える ｡
2) ｢肯定的 ･ 葛藤がない｣ とらえ方の患者 へ の看護援
助
｢ 本人の 望む生活｣ と ｢疾患の 理解 ･ 適切な療養行動｣
と の ギ ャ ッ プが少なく, 自己管理 に肯定的で あ っ たり
葛藤 を感 じて い な い 患者で も, 親 や友達か ら の サ ポ ー
ト が不足 して い ると , ｢受け身 ･ 逃避 ･ 否認｣ の 自己管
理とな っ て い た ｡ 患者は, 発症前の生活と適切な療養行
動の差が少な い ため , 療養行動をうまく生活に取り入れ
て い る と考えられ る｡ 患者は ｢本人の 望む生活｣ と ｢疾
患の 理解 ･ 適切な療養行動｣ に つ い て 対峠させ る努力を
しなくて もス ム ー ズ に生活に適応できる . 一 方 で , 患者
の 主体性が欠けて い たり , 困難に対処する経験が少なく
なりやすく
,
患者 の対処の 幅が広がりにくか っ たり , 疾
患の 理解が深まりにく い と思われる ｡ こ の ため, 成長発
達によ っ て 環境が変化 したり, 移行期をむか えた場合に
は, 新 し い 出来事にひとりで は対処できず, 療養行動が
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不適切にな っ たり日常生活に困難 2)が 生 じやす い と考え
られ る｡ し たが っ て , 疾患による日常生活 へ の 影響が少
なく, 生活を ス ム ー ズ に過 ご せ て い ると思 われる患者で
も, 疾患を理解 したり療養行動を意識 しなが ら行えるよ
う援助したり, 親が患者にサポ ー ト で きるよう援助する
ことが大切で あると考える ｡
3) ｢受け身･ 不確か｣ ｢否定的｣ なとらえ方の患者 へ の
看護援助
自己管理を ｢ 受け 身 ･ 不確か｣ にと らえて い た患者
は, 疾患 の説明を受け て い な い , 東め て も情報 を得る こ
とが できな い , 年齢が低 い など, 疾患を理解 しにく い 特
徴や , 疾患 の特性か ら体由や症状を自覚 しにく い 特徴が
認め られた ｡ また , 親や友達から の サポ ー トが不足 して
い た｡ 患者は , 疾患や体調, 症状が理解 できな い ため,
｢ 本人 の 望 む生 活｣ と ｢ 疾患の 理解 ･ 適切な療養行動｣
を対峠させ られな い と考えられ た｡ よ っ て , 患者自身に
説明をしたり, 体調や症状が把握できるような目安を話
し合うな ど, 患者が疾患を理解し, 症状をモ ニ タ リ ン グ
できるよう援助 し, 患者が ｢本人の望む生 活｣ と ｢ 疾患
の理解 ･ 適切な療養行動｣ に向き合えるよう援助する こ
とが大切と考える ｡
自己管理を ｢ 否定的｣にとらえて い た患者は , 否定的
感情が 強か っ たり, 疾患に関連した嫌な経験を して い る
な ど, 日常生 活や療養行動に強 い 困難を感じて い た ｡ ま
た, ｢受け身 ･ 不確か｣ に感じ て い た患者と同様に親や友
達か ら の サポ ー トが不足し て い たo した が っ て , 嫌な気
持ちの表出を助けたり, 療養行動をやりやす い環境を整
えたり, 具体的な解決策を共に考えるな ど, 療養行動に
伴う困難感を軽減 し, ｢ 本人の 望む生活｣ と ｢疾患の理
解 ･ 適切な療養行動｣ に向き合えるよう援助するこ とが
大切と考える｡ さ ら に, ｢受け身 ･ 不確か｣ ｢ 否定的｣と
らえ方の 患者では, サ ポ ー トが得 られ るように親 へ 援助
を行 っ たり, 学校と の 調整, 医療者や同じ疾患をも つ 友
達など新たなサ ポ ー ト に つ い ても考えて い く必要がある｡
Ⅵ . 結 論
本研究により, 以下 の こ とが明らか にな っ た ｡
1. 慢性疾患の 学童 ･ 思春期患者の 自己管理の と らえ方
は , ｢本人の 望む生活｣ と ｢疾患の 理解 ･ 適切な療養
行動｣ の ギ ャ ッ プ の 大きさ により異な っ て い た｡ ｢ 本
人 の望む生活｣ と ｢疾患の理解 ･ 適切な療養行動｣ の
ギ ャ ッ プが大きな患者は両者を大切と考え葛藤 を感じ
て おり , ギ ャ ッ プが小さ い患者は肯定的 . 葛藤 の な い
とらえ方であり, ギ ャ ッ プが不明瞭な患者は受け身 ･
不確か にとらえて おり-, ｢疾患の 理解 ･ 適切な療養行
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動｣ を受け入れられな い 患者は , 自己管理を否定的に
と らえて い た｡
2 . 自己管理 に葛藤を感じて い る患者は , 親や友達から
の 適切なサ ポ ー ト を得て ｢ 主体的 ･ 問題解決｣ の 自己
管理 を行 い
,
療養行動を適切に行 い なが ら本人らし い
生活を送 っ て い た ｡
3 . 自己管理を肯定的にと らえたり葛藤の なか っ た患者
の うち, 親や友達から の 適切なサポ ー トを得て い る患
者は , 時間 の経過や成長とともに, 自己管理 に慣れ,
自信をもち, 療養行動 を適切 に行うこ とが で き て い
た｡ しか し, 親 や友達か らの サポ ー トが不足して い る
場合 , ｢受け身 ･ 逃避 ･ 否認｣ の 自己管理 となり, 不
適切な療養行動により症状が悪化したり, 生活に不満
をも っ て い た｡
4 . 自己管理 を受け身 ･ 不確かにとらえたり, 否定的に
と らえて い た患者は, 親や友達から の サポ ー トが不足
しており, ｢ 受け身 ･ 逃避 ･ 否認｣ の自己管理 となり,
不適切な療養行動によ っ て 症状が悪化したり, 生活に
不満をも っ て い た｡
5. ｢ 本人の 望む生活｣ と ｢疾患の 理解 ･ 適切な療養行
動｣ の ギ ャ ッ プ の大きさと , 親 ･ 友達か らの サポ ー ト
を ア セ ス メ ン トし, 看護援助を行 っ て い く重要性が示
唆された｡
本論文は, 本研究は , 21世紀C O E プロ グラ ム ｢日本
文化型看護学の 創出国際発信拠点｣ の 研究の 一 部 で あ
る ｡
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